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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、地球核の温度圧力を実現し、その条件下で各種の実験を行い、地球中心

領域の物質科学モデルを確立することを目的としており、地球科学で解明が最も遅れ

ている領域に挑戦する取り組みである。SPring-8 を有効に用いた X 線非弾性散乱法に

よる音速測定、メスバウア分光など、研究代表者らが開発した独創的な方法の実験で

は研究成果が上がり始めており、核の温度構造を推定し、内核外核間の元素分配モデ

ルも提案するなど、研究は順調に進展している。更に実験データを蓄積し、物性物理

学との連携を強めることにより、地球核の化学組成と温度構造、物性を総合的に理解

できるような研究成果が上がることが期待される。 

 

【平成２７年度 検証結果】 

検証結果  本研究は、まず、地球核の条件に相当する 250GPa、3500K 以上の温度圧力条件

を実現する実験装置の開発に成功し、それを用いて、鉄に各種軽元素が含まれる

系の相関係・溶融関係を明らかにした。また、SPring-8 を活用した、状態方程式の

決定及び X 線非弾性散乱法による音速測定に成功し、音速－密度関係の温度依存

性を初めて明らかにした。この結果と地震波速度の観測結果を比較することによ

り、鉄に含まれる軽元素の候補を水素・ケイ素・硫黄に絞り込むことに成功した。

研究成果も一流誌に数多く発表され、研究成果が着実に蓄積されていると判断で

きる。以上の研究成果をもとに「地球中心核の物質科学的モデル」が提案されて

いるが、これは平成 27 年度から本研究に引き続き行われている基盤研究（S）「地

球核の最適モデルの創出」において、更に発展、洗練されることが期待できる。 
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